
（別紙４）

～ 令和8年3月31日

（対象者数） 0 （回答者数） 0

～ 令和8年3月31日

（対象者数） 3 （回答者数） 3

～ 年　月　日

（対象数） 0 （回答数） 0

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

チームアプローチの充実。

2

各専門職がどのようにアプローチしていくかの検討。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

職員の質の向上や経験、研修の必要性。

2

地域としての保育所等訪問支援事業の周知。

3

○事業所名 保育所等訪問支援事業所　マーベラス

○保護者評価実施期間 令和7年10月1日

○保護者評価有効回答数

令和8年3月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年4月10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 年　月　日

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

訪問先と家庭と関係に溝が出来ている場合は、仲介等の対応が

求められる。

職員が放課後等デイサービスとの併用があり、時間を割けない

ことが多い。

放課後等デイサービスとの時間調整や余裕のある職員配置。

関係者と情報共有。 保育所等訪問支援事業というものの理解不足。

当事業所の放課後等デイサービスを利用されている方であり、

利用者の特性などの理解があるため、支援はしやすい。

関係者との情報共有。

利用者との信頼関係の構築。

多職種連携が可能。 支援計画については訪問先の可能の限り、意向を聞いている。

事業所における自己評価総括表公表


